
樹齢 130 年といわれている永太院の枝垂れ桜が３
月 28 ～ 30 日の３日間ライトアップされました。
ライトアップされたのはこの１本のみ。しかしこ
の１本は大きく、多くの花をつけ、ここまで生き
抜いてきた力強さを見るものに感じさせました。
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本紙に掲載の平成 30 年度施政方針は、平成 30 年
３月の津和野町議会において示された冒頭の内容を
一部抜粋・再編集し掲載しています。施政方針の
全文については、津和野町ホームページ（http://
www.town.tsuwano.lg.jp/）に掲載しています。

な
が
ら
も
、
長
年
に
渡
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
人
口
減
少
が
早
急
に
解

決
で
き
る
簡
単
な
も
の
で
は
な
い

こ
と
も
自
覚
し
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
等
を
通
し
て
町
内
各
地
域
の

実
情
を
捉
え
な
が
ら
、
き
め
細
か

い
定
住
対
策
に
あ
ら
た
め
て
腰
を

据
え
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
運
営
を

平
成
17
年
の
合
併
以
来
、
本

町
は
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
と
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
、
主
要
な
財
政
指
標
の
う
ち
平

成
28
年
度
決
算
に
お
い
て
実
質
公

債
費
比
率
は
10
・
9
％
と
な
る
な

ど
、
順
調
に
そ
の
成
果
を
見
る
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
合
併
11
年
目
と
な
る
平
成
28

年
度
よ
り
、
合
併
算
定
替
え
の
特

例
期
間
が
終
了
し
、
段
階
的
な
普

通
交
付
税
の
縮
減
が
始
ま
っ
て
い

る
状
況
に
お
い
て
、
災
害
復
旧
に

関
わ
る
起
債
残
高
の
増
と
と
も
に

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
施
設
や
役
場
庁
舎
の
老

朽
化
に
と
も
な
う
改
修
事
業
な
ど

が
、
今
後
の
財
政
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、

実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比

率
等
の
財
政
指
標
は
今
後
悪
化
傾

向
に
転
じ
る
予
想
で
す
。

第
3
次
津
和
野
町
行
財
政
改
革

大
綱
実
施
計
画
に
基
づ
い
た
更
な

る
改
革
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地

方
交
付
税
や
過
疎
債
の
確
保
に
取

り
組
み
、
財
政
の
健
全
化
と
ま
ち

づ
く
り
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
行

政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

尚
、
役
場
庁
舎
の
耐
震
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
極
力
招
か
な
い
費
用
負
担

の
軽
減
さ
れ
る
方
法
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
本

庁
舎
と
第
2
庁
舎
（
議
場
含
む
）

に
つ
い
て
は
、
現
日
原
診
療
所
施

設
へ
の
移
転
改
修
を
、
津
和
野
庁

舎
に
つ
い
て
は
、
現
庁
舎
の
耐
震

改
修
を
基
本
的
な
方
針
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
4 

月
か
ら
は
庁
舎
建

設
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
町
民

の
方
々
に
も
意
見
を
お
聞
き
し
、

最
終
的
な
結
論
を
出
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

平
成
25
年
7
月
28
日
の
島
根
、

山
口
豪
雨
か
ら
４
年
が
経
過
す
る

昨
年
の
夏
に
は
、
県
の
名
賀
川
河

川
災
害
復
旧
助
成
事
業
が
完
成
を

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
関

係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
お
蔭
で

あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
町

の
災
害
復
旧
も
完
了
を
み
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
県
に
お
い
て

は
、
災
害
に
関
連
す
る
砂
防
、
治

山
事
業
が
現
在
も
工
事
施
工
中
で

あ
り
ま
す
。
町
と
し
て
も
、
関
係

住
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
引

き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
協
力
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
資
源
の
効
率
的
、

効
果
的
な
配
分
を
意
識
し
な
が
ら
、

本
町
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
と

地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
施
政
方
針

ご
承
知
の
通
り
、
来
年
４
月
に

は
天
皇
陛
下
の
退
位
と
と
も
に
５

月
か
ら
の
皇
太
子
さ
ま
の
即
位
に

合
わ
せ
て
新
元
号
へ
の
変
更
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
合
併
や
災

害
な
ど
平
成
の
30
年
間
は
津
和
野

町
に
お
き
ま
し
て
も
様
々
な
出
来

事
が
起
こ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
歴

史
を
更
な
る
発
展
の
礎
と
し
て
、

や
が
て
訪
れ
る
新
し
い
時
代
を
よ

り
良
き
も
の
と
す
る
た
め
に
も
、

平
成
と
い
う
時
代
の
し
め
く
く
り

に
こ
の
30
年
を
総
括
し
な
が
ら
、

運
営
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

人
口
減
少
に
対
し
て

平
成
元
年
の
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
く
本
町
の
人
口
は
旧
日
原
町
が

５
，
２
７
１
人
、
旧
津
和
野
町
７
，

３
２
８
人
の
合
計 

１
２
，
５
９
９

人
で
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
２

月
末
日
現
在
は
７
，
５
７
７
人
と
減

少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
こ
こ
数
年
来
の
官
民
一
体

と
な
っ
た
定
住
対
策
の
推
進
に
よ
り
、

本
町
の
人
口
動
態
は
、
平
成
22
年
ま

で
は
社
会
減
（
転
出＞

転
入
）
が

１
０
０
人
程
度
で
推
移
し
て
い
た
も

の
が
、
平
成
27
年
に
10
人
、
平
成
28

年
に
14
人
と
急
速
に
改
善
し
て
き
て

お
り
ま
し
た
。し
か
し
、
平
成
29
年

に
お
い
て
は
94
人
減
と
な
り
再
び
厳

し
い
社
会
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
島
根
県
全
体
と
し
て
も

同
様
の
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
本
町

と
し
て
も
こ
の
数
値
を
厳
粛
に
受
け

と
め
な
が
ら
、一
層
の
対
策
を
進
め

て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

尚
、
人
口
減
少
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
が
、
単
に
人
を
増
や
せ
ば
良
い

と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
永
い

歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
本
町

の
素
晴
ら
し
い
生
活
文
化
や
自
然
、

多
く
の
財
産
を
我
が
町
の
誇
り
あ

る
個
性
と
し
て
次
代
に
受
け
継
ぎ
、

更
な
る
歴
史
が
積
み
重
ね
ら
れ
て

行
く
こ
と
を
大
切
に
し
、
地
域
の

営
み
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
調
和
を

図
り
な
が
ら
定
住
を
進
め
て
行
く

こ
と
が
真
の
地
方
創
生
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し

た
観
点
か
ら
危
機
感
は
常
に
持
ち

平成 29 年 11 月 25 日の防災祈念式
典にて設置された祈念碑

※グラフ上の金額については百万の位で四捨五入して掲載しています。

歳入

平成30 年度当初予算における歳入・歳出構成内訳表

平
成
30
年
度
当
初
予
算

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
予

算
額
は
、
80
億
５
，
９
０
０
万

円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
額

77
億
３
，
４
０
０
万
円
に
対

し
4.2
％
（
3
億
２
，
５
０
０
万

円
）
の
増
額
。
一
般
財
源
総
額
で

は
、
54
億
２
，
３
０
０
万
円
と

な
り
、
前
年
度
一
般
財
源
総
額

56
億
３
，
４
０
０
万
円
に
対
し

3.7
％
（
2
億
１
，
０
０
０
万
円
）

の
減
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
重
点
施
策
は
、

「
ま
ち
･
ひ
と
･
し
ご
と
創
生
津

和
野
町
総
合
戦
略
に
係
る
事
業
」

を
柱
と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
配
分
枠
予
算
を
堅
持
し

つ
つ
重
点
施
策
を
具
現
化
す
る
た
め

に
、
事
業
費
や
事
務
量
の
増
減
要
因

を
十
分
に
検
証
す
る
と
と
も
に
、
更

な
る
経
費
の
節
減
に
努
め
、
後
年
度

負
担
に
も
配
慮
し
な
が
ら
基
金
や
町

債
を
効
果
的
に
活
用
す
る
な
ど
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
よ
り
効
率
的
な

行
政
執
行
と
財
政
運
営
の
確
立
に
徹

す
る
予
算
編
成
を
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
い
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
で
は
今
年
度
か
ら
新

た
に
計
画
さ
れ
た
主
な
事
業
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

特別会計予算
国民健康保険事業 10 億 8,022 万円 農業集落排水事業 372 万円

介護保険事業 13 億 4,215 万円 奨学金 1,146 万円
後期高齢者医療 2 億 9,112 万円 診療所 5,327 万円

下水道事業 3 億 5,773 万円 介護老人保健施設事業 3 億 7,151 万円

津和野町長 下森博之

町税 6 億 5 千万円（8.0％）

地方交付税
37 億 2 千万円（46.2％）

国庫支出金 7 億 9 千万円（9.8％）

県支出金 5 億円（6.2％）

繰入金 8 億円（9.9％）

町債 10 億 4 千万円（13.0％）

その他 5 億 6 千万円（6.9％）

80 億 6 千万円
（100％）

80 億 6 千万円
（100％）

人件費12億円（14.8％）

物件費 14 億円（17.4％）

補助費等 10 億 8 千万円（13.4％）
公債費 15 億 1千万円（18.8％）

繰出金（12.1％）9 億 8 千万円

普通建設事業費 12 億 5 千万円（15.5％）

扶助費 5 億円（6.3％）

その他 1億 3 千万円（1.7％） 総務費13億6千万円（14.3％）

民生費15億1千万円（18.7％）

衛生費7億4千万円（9.2％）

農林水産業費4億8千万円（6.0％）

商工費4億9千万円（6.0％）土木費8億6千万円（10.6％）

消防費（3.2％）2億6千万円

教育費（9.6％）7億8千万円

公債費15億1千万円（18.8％）

その他8千万円（1.0％）

歳出
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防
災
機
能
向
上
へ

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
新
型
受
信
機
購
入

町
外
か
ら
の
受
け
入
れ
を

　

定
住
推
進
住
宅
整
備
事
業

安
心
で
き
る
子
育
て
環
境

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

鷗
外
が
結
ぶ
友
好

　

ベ
ル
リ
ン
市
ミ
ッ
テ
区
代
表
団
交
流
事
業

世
界
を
視
野
に

　

国
際
交
流
員
事
業

西
周
の
町 

津
和
野

　

西
周
顕
彰
事
業

役場では今年度新たに８名の新規採用職員を迎えました。皆さまのチカラになれるよう全員決意を
新たにしています。皆さま、末永くよろしくお願いします。（①氏名②所属課③出身④一言コメント）

平成 30 年度 新規採用職員紹介

①
松ま
つ
ざ
き崎 

多た

か

し
加
志

②
健
康
福
祉
課

③
益
田
市

④
平
成
27
年
よ
り
結
婚
を
機
に

津
和
野
町
で
生
活
し
て
い
ま

す
。
一
日
で
も
早
く
仕
事
に
慣

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

①
松ま
つ
ば
ら原 

治は
る
き毅

②
税
務
住
民
課

③
吉
賀
町

④
一
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚

え
、
津
和
野
町
に
住
む
方
々
が

よ
り
良
い
生
活
が
で
き
る
よ
う

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

①
三み
さ
わ沢
智
さ
と
し

②
健
康
福
祉
課

③
浜
田
市

④
１
日
も
早
く
歴
史
あ
る
津
和

野
の
町
、
そ
し
て
業
務
に
な
れ

て
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
が
好

き
で
す
。

①
吉よ
し
だ田 

郁い
く
や也

②
建
設
課

③
広
島
市

④
津
和
野
町
が
よ
り
暮
ら
し
や

す
い
町
と
な
る
よ
う
、
今
ま
で

の
経
験
を
発
揮
し
、
お
役
立
ち

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

①
岡お
か 

高た
か
の
り儀

②
商
工
観
光
課

③
益
田
市

④
多
く
の
方
に
津
和
野
町
の
良

さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
イ
ベ

ン
ト
や
行
事
を
通
じ
て
自
身
も

津
和
野
町
を
深
く
知
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

①
倉く
ら
ま
し増
駆
か
け
る

②
環
境
生
活
課

③
津
和
野
町

④
環
境
生
活
課
に
配
属
さ
れ
た

倉
増
と
申
し
ま
す
。
職
務
を
通

し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

①
高た
か
の野 

沙さ

な

こ
奈
子

②
畑
迫
保
育
園

③
津
和
野
町

④
保
育
士
と
し
て
、
畑
迫
保
育

園
に
勤
務
し
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
し
っ
か
り
支
え
て

い
け
る
よ
う
、
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
。

①
長な
が
し
ま島 

敬け
い
た太

②
健
康
福
祉
課

③
益
田
市

④
こ
の
度
、
健
康
福
祉
課
に
配

属
さ
れ
ま
し
た
。
誰
も
が
住
み

た
い
街
「
津
和
野
」
の
一
助
と

な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

力を合わせて頑張ります！力を合わせて頑張ります！

現
行
の
受
信
機
で
は
す
で
に
処
理
能

力
に
限
界
が
あ
り
、
よ
り
処
理
能
力
が

向
上
し
た
新
型
受
信
機
へ
移
行
し
ま

す
。
消
防
庁
国
民
保
護
室
か
ら
平
成
31

年
度
に
は
新
型
受
信
機
の
み
に
よ
り
情

報
伝
達
を
行
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。１

２
４
万
９
千
円　
　
　
　
　
　

総
務
財
政
課　
　

☎
74
・
０
０
２
８

　

若
者
等
の
人
口
増
加
及
び
定
住
に
よ

り
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
者
を
対
象
と
し
た
定
住
推
進
住

宅
を
森
村
地
区
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
り
整
備

し
ま
す
。

　

木
造
２
階
建
２
棟（
単
身
向
け
８
戸
、

　

世
帯
向
け
４
戸
）

◇
事
業
期
間　

　

平
成
30
年
度
～
平
成
31
年
度

４
，
２
１
０
万
円　
　
　
　
　
　

つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課
☎
74
・
０
０
９
２

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
（
最
長
で
高

校
卒
業
程
度
）
に
わ
た
る
ま
で
、
様
々

な
不
安
や
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
総
合
的

相
談
支
援
を
提
供
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

拠
点
と
し
て
設
置
し
ま
す
。

３
５
３
万
千
円　
　
　
　
　
　

健
康
福
祉
課　
　

☎
72
・
０
６
７
３

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
ベ
ル
リ
ン
市
ミ
ッ

テ
区
区
長
代
理
、
議
員
等
を
招
き
、
津

和
野
町
の
歴
史
や
観
光
施
設
を
案
内
す

る
こ
と
に
よ
り
、
友
好
関
係
を
深
め
る

と
と
も
に
、
今
後
の
国
際
交
流
事
業
に

繋
げ
ま
す
。

１
０
６
万
３
千
円　
　
　
　
　
　

つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課
☎
74
・
０
０
９
２

　

町
国
際
交
流
協
会
の
活
動
を
支
援
し

な
が
ら
、
平
成
30
年
度
よ
り
商
工
観
光

課
に
観
光
振
興
も
含
め
た
国
際
交
流
業

務
を
移
管
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、
新
た

に
国
際
交
流
員
を
配
置
し
、
外
国
人
の

視
点
か
ら
と
ら
え
た
観
光
施
策
を
模
索

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

策
会
議
を
設
け
、
各
機
関
の
役
割
を
整

理
し
て
効
果
的
な
施
策
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

１
５
１
８
万
８
千
円　
　
　
　
　
　

商
工
観
光
課　
　

☎
72
・
０
６
５
２

　

島
根
県
立
大
学
と
締
結
し
た
西
周
研

究
に
か
か
る
連
携
・
協
力
協
定
に
基
づ

い
て
西
周
顕
彰
事
業
を
推
進
す
る
た

め
、
西
周
賞
創
設
、
西
周
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
開
催
、
西
周
全
集
編
纂
事
業
等
を
実

施
し
ま
す
。

１
８
０
万
千
円　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会　
　

☎
72
・
１
８
５
４

平成 30 年新規事業 PickUp
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建設課議会
事務
局

議場

Ｗ・Ｃ

正面玄関

駐輪場

W・C

総務財政課
危機管理室

副町長

町長

総合窓口
（税務住民課）

税務住民課

つわの暮らし
推進課

出納室

Ｗ・Ｃ
Ｗ・Ｃ

教
育
委
員
会

商
工
観
光
課

総
合
窓
口

参事 教育長

健
康
福
祉
課

（
福
祉
事
務
所
）

保
健
予
防
係

環境生活課

農林課
農業委員会

農業担い手支援センター
土地改良区

町長 下 森 博 之
副町長 島 田 賢 司

税務住民課
☎ 74-0069

課長 山 本 慎 吾
課長補佐 山 本 早 苗

瀧 山 浩 美
藤 井 安 弘
品 川 達 哉
小 野 克 仁
栩 木 恵 美
石 川 大 樹
吉 田 智 幸

（ 再 任 用 ）

総合窓口・住民係
（税務住民課）

☎ 74-0059
篠 原　 徹
齋 藤　 彩
中 西 あ ゆ み
大 庭 美 里
椋 木 将 史
松 原 治 毅

教育長 世 良 清 美

商工観光課
☎ 72-0652

課長 藤 山　 宏
課長補佐 村 田 隆 昭
課長補佐 米 本　 潔

齋 藤 貴 達
湯 浅 典 子
山本香奈絵
野 村 麻 耶

歴史まちづくり推進室
室長（兼務）藤 山　 宏
副室長（兼務）村 田 隆 昭

（兼務） 米 本　 潔

総合窓口（商工観光課内）
☎ 72-0663

青 木 育 世
滝 本 紘 士
青 柳 秀 太
岡　 高 儀

津和野町東京事務所
☎ 03-5615-8358

所長（兼務）藤 山　 宏
次長 宮 内 秀 和

津和野日本遺産センター
☎ 72-1901

医療対策課
☎ 72-4088

課長 下 森 　 定
課長補佐心得 清 水 孝 倫

江 上 い ず み
櫻 下 　 緑
阿 部 純 子
水 津 美 奈

地域包括支援センター
（医療対策課内）☎ 72-0683

教育委員会日原窓口
齋 藤 和 幸

（ 再 任 用 ）

森鷗外記念館
☎ 72-3210

副館長（兼務） 齋 藤 道 夫
大 山 優 子

安野光雅美術館
☎ 72-4155

副館長（兼務） 齋 藤 道 夫
次長補佐 青 木 貴 志

桑原史成写真美術館
※御用の際には安野光雅美術館

（☎ 72-4155）へおかけ下さい。

館長（兼務）齋 藤 道 夫
次長補佐（兼務） 青 木 貴 志

津和野今昔館
※御用の際には森鷗外記念館

（☎ 72-3210）へおかけ下さい。

館長（兼務）齋 藤 道 夫
（兼務） 大 山 優 子

畑迫保育園
☎ 72-1595

園長（兼務）土 井 泰 一
佐々木かおり
高野沙奈子
井 上 史 子

青原保育園
☎ 75-0230

園長（兼務）土 井 泰 一
副園長 宅 野 文 子

柳井里絵子
渡邉紗也加
長嶺ふたば
大 谷　 高

給食センター
松 本 利 和
山 本　 徹
田 村 鉄 治

日原保育園
☎ 74-0742

園長（兼務）土 井 泰 一
副園長 佐々木正子
副園長 柳井江利子

篠 原 純 子
石 村 直 子
水 津 智 美
長 嶺 貴 子
竹 内 留 美

子育て支援センター
センター長
（兼務） 土 井 泰 一

次長（兼務）佐々木正子

建設課
☎ 74-0081

課長 木 村 厚 雄

課長補佐 佐 々 井 将 利

課長補佐 長 嶺 義 幸

課長補佐 野 田 裕 一

倉 木 正 行

日 熊 憲 明

川 﨑 優 一

三 浦 香 織

金 山 大 将

吉 田 郁 也

議会事務局
☎ 74-0089

事務局長 福 田 浩 文

職
員
配
置

平
成
30
年
4
月
１
日
付
け
人
事
異
動
で
職
員
の
配
置
が
次
の
通
り
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
、
保
育
園
な
ど
の
庁
舎
以
外
の
住
所
等
に
つ
い
て
は
各
施
設
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

美術館、保育園等施設
日原第2庁舎

環境生活課
☎ 72-0309

課長 益 井 仁 志
課長補佐 清 水 浩 志

石 橋 洋 亜
石 川 卓 弥
三 浦 誠 二
永 田 達 哉
宮 下 将 典
石 川 元 揮
倉 増　 駆

健康福祉課
☎ 72-0651

課長 土 井 泰 一
課長補佐 山 本 博 之

岸 田 道 治
植 田 直 樹
柳 井 宏 樹
水 津 太 志
河 野 雅 美
三 沢　 智
長 島 敬 太
田 中 美 里
村 上 千 絵
小 川 絢 子
兼 田　 咲

津和野庁舎 本庁舎

つわの暮らし推進課
☎ 74-0092

課長 内 藤 雅 義
課長補佐 中 岡 真 一

須 川 寿 賀 子
楠 　 寛
村 上 剛 士
岸 田 浩 明
内 谷　 元
横 田 雄 一
河 良 純 平
石 川 慎 太 朗

地域活動支援室
（つわの暮らし推進課内）

☎ 74-0086

出納室
☎ 74-0082

会計管理者 青 木 早 知 枝
室長補佐 中 田 紀 子

総務財政課
☎ 74-0028

課長 岩 本 要 二
課長補佐 堀　 重 樹
課長補佐 安 村 義 夫
課長補佐 大 井 正 彦

樋 口 和 宏
清 水 健 太
三 宅 将 平
弘 田 有 希 恵
大 庭 耕 平

危機管理室（総務財政課内）
室長（兼務）岩 本 要 二
副室長（兼務） 堀　 重 樹

阿 部 光 博
山 本　 淳

〒 699-5292 津和野町日原 54 番地 25〒 699-5605 津和野町後田ロ 64 番地 6

津和野共存病院内
〒 699-5604 津和野町森村ロ -141

〒 699-5292 津和野町日原 245 番地 1

農林課
☎ 72-0653

課長 久 保 睦 夫
課長補佐 桑 原 正 勝
課長補佐 小 藤 信 行

酒 巻　 彰
岡 本 直 也
三 浦　 翔
　 川 健 太

農業担い手支援センター
（農林課内）

村 上 宏 志
佐 伯　 晃
長 嶺 将 志

教育委員会
☎ 72-1854

教育次長 渡 辺 寛 夫
教育次長 齋 藤 道 夫
次長補佐 中 田 伸 司

大 垣　 隆
俵　 知 巳
竹 田 亨 志
沖 田 祥 子
宮 下　 浩
石 川 亜 希 子

郷土館
☎ 72-0300

次長補佐 宮 田 健 一
小 杉 紗 友 美
伊 藤 悟 郎

福祉事務所（健康福祉課内）
☎ 72-0673

所長（兼務）土 井 泰 一
課長補佐 山 下 泰 三

椿　 利 昭
藤 本 憲 児
松 崎 多 加 志
石 井 崇 恵
倉 木 翔 史
小 柴 陽 介
永 岡 謙 太

平成 30 年度

退職者（平成 30 年３月31日付）
竹 内　　 誠 和 田 京 三
齋 藤 隆 司 村 上 久 富
柳 井 法 賀 高 松　　 遼
園 田 真 希
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町からのお知らせ
広報つわの 2018 年 4 月 20 日発行

津
和
野
町
文
化
財
保
護
審
議

会
は
、
今
年
１
月
末
に
「
日
原

奴
道
中
」「
青
原
奴
道
中
」
を

町
指
定
文
化
財
と
す
る
答
申
を

行
い
、
そ
の
後
２
月
22
日
に
開

催
さ
れ
た
津
和
野
町
教
育
委
員

会
会
議
に
て
「
日
原
奴
道
中
」

「
青
原
奴
道
中
」
が
新
た
に
津

和
野
町
指
定
の
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
小
川
地
区
で

伝
承
さ
れ
て
い
る
「
奴
行
列
」

と
と
も
に
、
町
内
の
奴
３
団
体

す
べ
て
が
津
和
野
町
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

「
日
原
奴
道
中
」「
青
原
奴

道
中
」
は
、
い
ず
れ
も
江
戸
時

代
よ
り
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗

芸
能
で
あ
り
、
大
名
行
列
の
影

響
を
受
け
な
が
ら
も
、
元
々
は

天
満
宮
祭
礼
に
か
か
わ
る
行
列

で
あ
っ
た
こ
と
が
良
好
に
継
承

さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

津
和
野
町
指
定
文
化
財
が
新

た
に
指
定
さ
れ
る
の
は
、
平
成

18
年
の
有
形
文
化
財
「
竹
原
家

住
宅
」
の
指
定
以
来
、
約
12
年

ぶ
り
の
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

身
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
た
め
に
、
是
非
こ
の
機
会
に

受
診
し
て
み
せ
ん
か
？

対
象
者
は
受
診
日
に
津
和
野

町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
74
歳
ま
で
の
方
で
す
。

【
日
帰
り
ド
ッ
ク
】

総
合
的
な
健
康
診
断
で
す
。

◆
場
所
：
和
﨑
医
院
◆
定
員
： 

50
名
◆
負
担
金
：
５
千
円
◆
検

査
項
目
:
①
問
診
・
診
察
②
身

体
測
定
③
眼
科
検
査
④
聴
力
検

査
⑤
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
⑥
循
環

器
機
能
検
査
⑦
消
化
器
機
能
検

査
（
胃
カ
メ
ラ
、
便
潜
血
）
⑧

肝
機
能
検
査
⑨
膵
臓
機
能
検
査

⑩
腎
機
能
検
査
⑪
血
液
検
査
⑫

糖
代
謝
検
査

【
肺
ド
ッ
ク
】

喫
煙
者
の
方
、
そ
の
ご
家
族

さ
ま
な
ど
、
受
動
喫
煙
が
気
に

な
る
方
に
お
勧
め
で
す
。

◆
場
所
：
津
和
野
共
存
病
院
◆

定
員
：
25
名
◆
負
担
金
：
3
千

円
◆
検
査
項
目
:
①
問
診
・
診

察
②
身
体
測
定
③
循
環
器
機
能

検
査
④
肺
機
能
検
査
（
胸
部
Ｃ

Ｔ
、呼
吸
機
能（
ス
パ
イ
ロ
）検

査
等
）⑤
肝
機
能
検
査
⑥
腎
尿

路
機
能
検
査
⑦
糖
代
謝
検
査
⑧

血
液
検
査

【
脳
ド
ッ
ク
】

脳
の
血
管
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

◆
場
所
：
津
和
野
共
存
病
院
◆

定
員
：
50
名
◆
負
担
金
：
8
千

円
◆
検
査
項
目
:
①
問
診
・
診

察
②
身
体
測
定
③
眼
科
検
査
④

聴
力
検
査
⑤
循
環
器
機
能
検
査

⑥
肝
機
能
検
査
⑦
血
液
検
査
⑧

腎
尿
路
機
能
検
査
⑨
糖
代
謝
検

査
⑩
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
⑪
知
的
機
能

検
査
⑫
頸
部
ド
ッ
プ
ラ
ー
⑬
栄

養
指
導

申
込
期
限

　

５
月
９
日
（
水
）
必
着

申
込
先

津
和
野
庁
舎（
健
康
福
祉

課
）、役
場
本
庁
舎（
総
合
窓
口
）

に
申
込
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。案
内・
申
込
み
用
紙
は
、

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
に
納

税
通
知
書
と
一
緒
に
郵
送
し
ま

す
。ま
た
、津
和
野
庁
舎
健
康
福

祉
課
、本
庁
舎
総
合
窓
口
に
配
置

し
て
い
る
ほ
か
、津
和
野
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
予
定
で
す
。

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
過

去
の
ド
ッ
ク
受
診
状
況
等

を
踏
ま
え
た
上
で
の
抽
選

※
各
種
ド
ッ
ク
の
受
診
が
決
定

し
た
方
は
、
特
定
健
診
の
受

診
が
出
来
ま
せ
ん

教育委員会☎ 72-1854

税務住民課☎ 74-0028健康福祉課☎ 72-0651
自動車税についてのお知らせ国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

日原奴道中・青原奴道中が町の文化財に指定されました

自
動
車
税
の
「
グ
リ
ー
ン
化
税

制
」
に
つ
い
て

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
新
車

新
規
登
録
さ
れ
た
自
動
車
で
、

低
燃
費
及
び
排
出
ガ
ス
性
能
が

一
定
の
基
準
を
満
た
す
自
動
車

は
、
そ
の
満
た
す
基
準
に
応
じ

て
、
税
額
が
約
75
％
又
は
50
％

軽
減
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
新
車
新
規
登
録
か
ら

11
年
経
過
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

及
び
13
年
経
過
し
た
ガ
ソ
リ

ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
は
、
税
額
が
約

15
％
（
バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
等
は

約
10
％
）
加
算
（
重
課
）
さ
れ

ま
す
。

詳
し
く
は
西
部
県
民
セ
ン
タ

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

　

西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
不
動

産
・
自
動
車
課
税
課

☎
０
８
５
５
・
29
・
５
５
２
１

さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書

が
順
次
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
平
成
29
年
度
学
生
納
付
特
例

の
申
請
時
期
に
よ
っ
て
は
4
月

中
に
送
付
さ
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。）

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て

い
る
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
返
送
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
平
成
30
年

度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証
の
写
し
の
添
付
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

申
請
手
続
き
な
ど
詳
し
く

は
、津
和
野
庁
舎
健
康
福
祉
課
、

本
庁
舎
総
合
窓
口
ま
た
は
浜
田

年
金
事
務
所
（
☎
０
８
５
５
・

22
・
０
６
７
０
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
の
手
続
き
を
す
る
と
き
は

年
金
の
手
続
き
や
相
談
を
す

る
場
合
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
分
か
る
も
の
か
、
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
基
礎
年
金
番
号

の
記
載
さ
れ
た
書
類
に
は
、
年

金
手
帳
・
年
金
証
書
・
年
金
振

込
通
知
書
・
年
金
額
改
定
通
知

書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

自
動
車
税
の
納
期
内
納
付
に
つ

い
て自

動
車
税
の
納
期
限
は
５
月

31
日
（
木
）
で
す
。
必
ず
納
期

限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場

合
は
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

ペ
イ
ジ
ー
納
付
、
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
は

夜
間
や
休
日
も
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◇
納
税
通
知
書
発
送
日

　

５
月
１
日
（
火
）

◇
納
付
場
所
・
方
法

　

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
県
民
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
、ペ
イ
ジ
ー
納
付
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
・
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
、

ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

◇
問
い
合
わ
せ
先

西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
収
納
管
理
課

☎
０
８
５
５
・
29
・
５
５
２
２

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
制
度
の
ご
案
内

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本

人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算

式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
〈
所
得
の
め
や
す
〉

　

１
１
８
万
円
＋
｛
扶
養
親
族

等
の
数
×

38
万
円
｝

学
生
納
付
特
例
の
申
請
に
つ
い
て

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

は
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、毎
年
の
申
請
が

必
要
で
す
。申
請
に
は
、在
学
期

間
が
分
か
る
在
学
証
明
書
か
、

有
効
期
限
の
記
載
の
あ
る
学
生

証
の
写
し
の
提
出
が
必
要
で
す
。

平
成
29
年
度
に
学
生
納
付
特

例
を
う
け
て
い
る
方
で
、
平
成

30
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定

の
方
に
は
日
本
年
金
機
構
か

ら
、
基
礎
年
金
番
号
等
が
印
字

健康福祉課☎ 72-0651
国民健康保険人間ドックのお知らせ

日原奴道中 青原奴道中
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広報つわの 2018 年 4 月 20 日発行

町からのお知らせ

津和野今昔館☎ 72-3288（平日：森鷗外記念館☎ 72-3210）
津和野今昔館 開館中！／レコードプレーヤーを探しています

津
和
野
今
昔
館
で
は
、
電
話

や
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
ミ
シ
ン

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
昔
の
生
活
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
道
具

を
中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
技
術
の
進
歩
に
よ

り
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
も
大

き
く
変
化
し
、
少
し
前
の
も
の

で
も
時
代
の
移
り
変
わ
り
を
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
昔

館
の
展
示
品
に
触
れ
る
と
、
世

代
に
よ
っ
て
は
懐
か
し
く
感
じ

た
り
、
逆
に
全
く
新
し
く
感
じ

た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
ょ
っ
と
昔
に
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
す
る
よ
う
な
気
持
ち
で
、

ぜ
ひ
ご
家
族
皆
様
で
ご
来
館
く

だ
さ
い
（
津
和
野
町
民
の
入
館

は
無
料
）。

【
助
成
内
容
】

タ
ク
シ
ー
料
金
を
予
算
の
範

囲
内
に
お
い
て
助
成
し
ま
す
。

利
用
者
に
タ
ク
シ
ー
利
用
券
8

枚
を
交
付
し
、
助
成
限
度
額
は

タ
ク
シ
ー
利
用
券
１
枚
に
つ
き

1
万
8
千
円
で
す
。
1
万
8
千

円
を
超
え
る
タ
ク
シ
ー
料
金

は
、
利
用
者
が
タ
ク
シ
ー
事
業

者
に
支
払
う
も
の
と
し
ま
す
。

【
助
成
期
間
】

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
か
ら
、
出
産
し
た
子
の
１

歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で

※
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た

と
き
は
、
速
や
か
に
未
使
用

の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
返

還
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ご
利
用
方
法
】

ご
利
用
の
際
は
、
タ
ク
シ
ー

事
業
者
に
事
前
に
予
約
の
う

え
、
乗
車
す
る
際
に
運
転
手
に

利
用
券
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
利
用
可
能
な
事
業
者
】

◎
㈲
鹿
足
タ
ク
シ
ー

　

☎
74
・
０
９
５
３

◎
Ｋ
ｏ
ｉ
Ｋ
ｏ
ｉ
タ
ク
シ
ー

　

☎
72
・
３
７
０
０

※
タ
ク
シ
ー
の
予
約
状
況
に
よ

り
、
ご
利
用
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

安
心
で
き
る
子
育
て
環
境
の

実
現
の
た
め
、
妊
産
婦
の
方
が

通
院
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る

場
合
の
料
金
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
発
行
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

町
内
に
お
住
ま
い
の
妊
産
婦

【
申
請
方
法
】

次
の
①
②
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

①
「
妊
産
婦
通
院
サ
ポ
ー
ト
事

業
タ
ク
シ
ー
利
用
券
交
付

申
請
書
」

②
母
子
健
康
手
帳（
表
面
写
し
）

【
ご
利
用
条
件
】

利
用
者
が
、
通
院
す
る
た
め

の
移
動
手
段
と
し
て
タ
ク
シ
ー

を
利
用
す
る
場
合
に
限
り
ま

す
。

※
通
院
と
は
、
妊
産
婦
及
び
出

産
し
た
１
歳
未
満
の
子
が

医
療
機
関
を
受
診
（
入
退
院

の
場
合
を
含
む
）
す
る
た

め
、
町
内
か
ら
医
療
機
関
、

ま
た
は
医
療
機
関
か
ら
町

内
へ
移
動
す
る
こ
と

※
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
不
正
に

使
用
し
た
と
き
は
、
助
成
額

を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

つわの暮らし推進課☎ 74-0092
津和野町妊産婦通院サポート事業についてのお知らせ

ま
た
、
津
和
野
今
昔
館
で

は
、
使
用
可
能
な
レ
コ
ー
ド
プ

レ
ー
ヤ
ー
を
探
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
使
用
し
て
い
な
い
レ

コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
ス
テ
レ

オ
を
お
持
ち
で
お
譲
り
い
た
だ

け
る
場
合
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

津
和
野
今
昔
館

津
和
野
町
町
田
イ
２
７
０
ー
4

開
館
：
９
時
～
17
時

　
　
　
（
最
終
入
館
16
時
45
分
）

　

3
月
～
11
月
の
土
日
祝
の
み

中
国
地
方
で
は
初
め
て
と
な

る
、
自
分
で
組
み
立
て
た
ロ
ボ

ッ
ト
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
動

か
す
ロ
ボ
ラ
ボ
教
室
が
3
月
24

日
に
日
原
小
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

と
そ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
Ｕユ

ー
オ
ス

Ｏ
Ｓ

グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ
て
全

国
の
小
中
学
生
な
ど
を
対
象

に
、
自
動
車
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
機
器
の
設
計
を
行
う

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
る
仕
事

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。こ

の
日
は
町
内
か
ら
お
よ
そ

30
名
が
参
加
。
パ
ー
ツ
ご
と
に

バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
か
ら
ロ
ボ
ッ

ト
を
組
み
立
て
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
ロ

ボ
ッ
ト
を
動
か
し
ま
す
。
そ
の

ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
て
用
意
さ
れ

た
コ
ー
ス
の
ク
リ
ア
を
め
ざ

し
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
を
決
め

る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
修
正
す

る
作
業
を
繰
り
返
し
ま
す
。

実
際
に
自
分
で
作
成
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
思
い
通
り
に
動
か

な
い
難
し
さ
を
体
感
し
、
試
行

錯
誤
で
コ
ー
ス
ク
リ
ア
を
し
た

と
き
に
は
嬉
し
そ
う
な
声
が
参

加
者
か
ら
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。津

和
野
町
で
は
IT
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
企
業
誘
致
な
ど
の
産
業

振
興
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
若

年
層
を
対
象
と
し
た
教
室
の
ほ

か
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

つわの暮らし推進課☎ 74-0092
初めてのロボットづくり

栄
町
自
治
会
（
豊
田　

文
雄

会
長
）
で
は
こ
の
ほ
ど
、
一
般

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
を
活

用
し
、
神
楽
衣
装
を
整
備
し
ま

し
た
。

こ
の
助
成
金
は
、
宝
く
じ
の

収
入
を
財
源
と
し
て
お
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

や
住
民
の
自
治
意
識
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。

今
回
整
備
し
た
衣
装
は
鬼
着

（
写
真
）
と
水
干
で
、
祭
な
ど

で
披
露
し
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
す
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
に

併
せ
て
、
津
和
野
町
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
つ
わ

み
ん
」
を
使
用
し
た
ス
テ
ッ
カ

ー
を
日
原
郵
便
局
様
の
ご
協
力

に
よ
り
、
郵
便
配
達
用
バ
イ
ク

側
面
に
貼
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。引

き
続
き
、
火
災
予
防
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

つわの暮らし推進課☎ 74-0092

平成 29 年度宝くじコミュニティ助成事業

総務財政課☎ 74-0028
栄町自治会が神楽衣装を整備春の全国火災予防運動

昔 懐 か し い 品 々
が揃っています

説明書を見ながらロボットを組み立てますコースからはみ出さずクリアを目指します

助成金で購入した神楽衣装みんなで防災意識を高めましょう
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火 -Tuesday-月 -Monday-日 -Sunday-

日原中央公民館中央 山セ 山村開発センター
町セ 津和野町民センター

福セ 津和野町福祉センター
やま 保健福祉センターやまびこ

各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。

カレンダーの略
字表記について

日原公民館日公

納期限５月 31 日

■行政相談
総務財政課･････････☎74-0028
■交通事故相談　島根県交通
事故相談所･☎0852-22-5102

■無料人権相談
税務住民課･････････☎74-0059
■健康相談 , 育児相談 , 乳児・

幼児健診 , ケアサロン , 手
話生活相談 , 心の相談 , ひ
とり親巡回就業相談

健康福祉課･････････☎72-0657
　　　　　･････････☎72-0673
■心配ごと相談（各地区含む）,

無料法律相談
　　　　　　　社会福祉協議会
津和野支所･･･････☎72-1494

■明るい生活相談
　　　　　　　社会福祉協議会
本所日原支所･････☎74-1617

■パソコン教室 , キッズえい
かいわ，ヨガ教室，水彩画
教室，フラダンス

日原中央公民館･････☎74-0302
■ 3Ｂ体操,，水彩画教室
津和野町民センター･☎72-2070
■キラキラ体操教室、元気

アップ教室、フォロー教室
※１ 地域運動推進員サロ
ン活動・研修会　地域包括
支援センター

･ ☎72-0683
■パソコン初心者教室，食育

の集い
青原公民館･････････☎75-0039
■断酒会　断酒会鹿足支部
･ ☎090-9061-8012

主な行事のお問合せ先

町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです

国民健康保険税・第 2 期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第 2 期
介護保険料・・第 2 期
固定資産税・・第 １ 期
軽自動車税・・第 １ 期

津和野温泉なごみの里

シルクウェイにちはら
なごみ

シルク

金 -Friday-木 -Thursday-水 -Wednesday- 土 -Saturday-5

22

15

87

14

21

292827

20

13

6

1

◎畑迫 HBG※１

（畑迫公民館 /10:00~11:30）

◎３B 体操
（まちせ /13:30~）

◎こころの相談
（まちせ /14:00~16:00）

◎第 107 回輪読鷗外
（森鷗外記念館 /10:00~11:00）

◎石見神楽公演（木ノ口社中）
（なごみ ）

◎しまね家庭の日※ 2

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（小川公民館 /10:30~11:30）
（まちせ /13:30~14:30）

◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)

◎育児・栄養相談
（日原保育園 /10:00~11:30）

◎３B 体操
（まちせ /13:30~）

◎小川はつらつクラブ※１

（小川公民館 /13:30~15:00）

◎はつらつモデル地区指定式
（青原小学校 /9:30~11:30）

◎石見神楽公演（須子社中）
（なごみ ）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎つわのオレンジカフェ
（社協津和野支所 /10:00~12:00）

◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)

◎なかよし体操中座※１

（中座会館 /10:00~11:30)
◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)

◎名賀のぞみクラブ※１

（名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）
◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（池河公民館 /10:30~11:30）
（須川公民館 /13:30~14:30）

◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)

【当番医】 つわぶき医院

【当番医】栗栖医院

【当番医】増野医院

【当番医】 つわぶき医院

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:30~11:30）
（やまび /13:30~14:30）

◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)

26252423

30 31

19181716

9

2

10 11 12

543

◎道の駅シルクウェイにちはら
感謝祭

（シルク）

◎行政相談
　心配ごと相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎パソコン教室
（青原公民館 /10:00~12:00）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎

/9:00~12:00,13:00~16:00）
◎季節の湯（しょうぶ、露天にて）
（なごみ /10:00~21:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎水彩画教室
（まちせ /13:30~,19:00~）

◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎食育のつどい
( 青原公民館 /9:30~14:00）

◎明るい生活相談
（やまび /10:00~12:00）

◎無料法律相談
（ふくせ /13:00~16:00）

◎囲碁クラブ
（滝元枕瀬公民館 /13:00~17:00）

◎ヨガ教室
（プラサ枕瀬 /19:30~20:30）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎すみれ会※１

（小瀬会館 /13:30~15:00）
◎かけ橋の会
（やまび /14:00~16:00）

◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎月いちボランティア清掃
（社協津和野支所 /8:00~9:00）

◎ぴょんぴょん教室
（障害者福祉ｾﾝﾀｰ/10:00~11:30）

◎キラキラ体操教室
（木部公民館 /10:30~11:30）
（畑迫公民館 /13:30~14:30）

◎つわのオレンジカフェ
（やまび /13:00~15:00）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /14:00~15:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎水彩画教室
（日原公 /9:30~11:30）◎交通事故相談

（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎にこにこ会※１

（プラサ枕瀬 /10:00~11:30）
◎フォロー教室※１

（池河公民館 /10:00~11:30）
◎季節の湯（しょうぶ、露天にて）
（なごみ /10:00~21:00）

◎うたごえ喫茶
（青原公民館 /13:30~15:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎水彩画教室
（まちせ /13:30~,19:00~）

◎断酒会
（まちせ /19:00~21:00）

◎陶芸教室
（日原公 /9:00~12:00）

◎青野山ハイキング
（天神山コース : まちせ /8:15）
（青野磧コース : 青野磧駐車場

/10:00~）
◎日原図書館休館日

◎日原図書館休館日◎交通事故相談
（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎元気会※１

（やまび /10:00~11:30）
◎行政相談
　人権相談
　心配ごと相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎パソコン教室
（青原公民館 /10:00~12:00）

◎さくら会
（須川公民館 /13:30~15:00）

◎史談会
（まちせ /13:30~）

◎水彩画教室
（日原公 /9:30~11:30）

◎育児・栄養相談
（まちせ /10:00~11:30）

◎リハビリ恋・来い・鯉クラブ※ 1

（まちせ /10:00~11:30）
◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /14:00~15:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎津和野町グラウンドゴルフ場
　5 月定例大会
（シル  ク ）

◎交通事故巡回相談（要予約）
（益田市役所 /9:00~15:00）

◎幼児健診
（プラサ枕瀬 / 午後）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎津和野図書館休館日

※２ 家庭のあり方を見つめなお
し、家族でふれあう時間を作
るために設けられた日

【当番医】松浦内科胃腸科 【当番医】和﨑医院 【当番医】増野医院

憲法記念日 みどりの日 こどもの日あなたの「働きたい」を応援します
サポートステーションは 15 歳から 39 歳までの働くこと
に不安や悩みを抱える若者の総合相談窓口です。出張セミ
ナーでは、ビジネスマナーや自己分析などを行います。
・出張相談会
　5 月 25 日（金）　11 時～ 13 時
　ハローワーク益田１階相談室

■問い合わせ
しまね西部若者サポートステーション
　☎ 0855-22-6830

日公

日公

日公

やま

やま

やま

やま

福セ

福セ

福セ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

やま

なごみ

なごみ

町セ
町セ

町セ

町セ

日公

日公

日公

日公

日公

シルク
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町からのお知らせ

津
和
野
町
人
権
・
同
和
対
策

推
進
協
議
会
で
は
、
人
権
啓
発

活
動
の
一
環
と
し
て
人
権
標
語

を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。
人
権

を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、

心
豊
か
な
人
権
意
識
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
町
内
の
学
校
の

ご
協
力
に
よ
り
、
多
数
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
応
募
い

た
だ
い
た
作
品
を
数
作
品
ず
つ

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

氏
名
は
承
諾
が
得
ら
れ
た
作

品
に
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

税務住民課☎ 74-0059
人権の大切さ、忘れないで ･･･

る
気
持
ち
を
詠
ん
だ
『
介
護
短

歌
』
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
短
歌
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

認
知
症
に
関
す
る
事
業
の
中

で
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
「
認
知

症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家

族
の
方
の
声
が
聴
き
た
い
」「
も

っ
と
地
域
の
方
へ
認
知
症
の
こ

と
や
介
護
し
て
い
る
家
族
の
思

い
を
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

そ
こ
で
認
知
症
に
限
ら
ず
介

護
す
る
方
、
介
護
さ
れ
る
方
が

日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い

ｔ
ｒ
ｏ
ｖ
ｅ
オ
ー
ナ
ー
清
水

大
輔
さ
ま
か
ら
津
和
野
町
へ
椅

子
20
脚
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。清

水
さ
ま
は
道
の
駅
津
和
野

温
泉
な
ご
み
の
里
利
用
者
の
た

め
に
何
か
で
き
れ
ば
と
考
え
ら

れ
、
こ
の
度
同
施
設
へ
の
設
置

に
至
り
ま
し
た
。

地域包括支援センター☎ 72-0683つわの暮らし推進課☎ 74-0092
介護短歌のご紹介

道の駅に椅子が
寄贈されました

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
　
友
に
会
う
の
が
　
楽
し
み
と

　
　
　
　
　        

　
介
護
の
車
に
　
乗
せ
ら
れ
て
い
く

水
津
　
厚
夫
　
さ
ん

毎
回
一
緒
に
会
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
出
か
け
て
行
っ
て
く
れ
る
の
で
安
心
し
て
い
ま
す
。

祖
母
と
祖
父
　
夫
婦
喧
嘩
は
　
程
々
に

秘
密
の
フ
リ
ー
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

何
で
も
屋
の
と
も
ち
ゃ
ん
　
さ
ん

母
親
の
実
家
の
祖
父
母
は
よ
く
喧
嘩
を
さ
れ
ま
す
。
病
院
に
連
れ
て
い
く
時
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

喧
嘩
を
し
ま
す
が
、
仲
直
り
し
て
欲
し
い
と
陰
で
そ
う
思
い
ま
す
。

べ
ん
き
ょ
う
は
　
み
ん
な
で
や
る
と
　
た
の
し
い
ね

木
部
小
学
校 

1
年 

長
島
美
桜
さ
ん

た
す
け
あ
う
と
　
も
っ
と
力
が
　
出
て
く
る
よ

木
部
小
学
校 

2
年 

竹
長
新
太
朗
さ
ん

広
げ
よ
う
　
み
ん
な
の
え
が
お
　
い
っ
ぱ
い
に
　

木
部
小
学
校 

4
年 

柳
井
鼓
太
郎
さ
ん

友
達
の
　
心
の
声
を
　
聞
い
て
み
よ
う

木
部
小
学
校 

5
年 

松
浦
幸
奈
さ
ん

み
ん
な
す
き
　
え
が
お
い
っ
ぱ
い
　
も
ら
い
ま
す

木
部
小
学
校 
1
年 

日
熊
龍
司
さ
ん

け
ん
か
を
し
て
も
　
な
か
な
お
り
　
ず
っ
と
ず
っ
と
　
と
も
だ
ち
だ
よ

津
和
野
小
学
校 

1
年 
土
口

﨑
杏
優
さ
ん

気
も
ち
い
い
　
み
ん
な
で
や
れ
ば
　
さ
い
こ
う
だ

津
和
野
小
学
校 

2
年 

岩
本
心
優
さ
ん

が
ん
ば
っ
て
　
や
れ
ば
で
き
る
よ
　
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

津
和
野
小
学
校 

2
年 

木
村
未
衣
菜
さ
ん

※
平
成
29
年
度
（
平
成
30
年
3
月
時
点
）
の
作
品
で
す
。

森鷗外の花
はなごよみ

暦『スミレ』

Tsuwano T-space　ニュースライン
東京で津和野を PR！津和野町東京事務所ではこんな活動をしています！

▲東京で働く女性と島根で暮らす男性が
“ マルシェ ” を通じて出会い、学ぶ講座 
の第２弾を開催しました。

▲津和野町出身者の会員も 33 名が来ら
れ盛大に行われました。

6 月 9 日～ 10 日に 70 名がバーベキュー
をしにやってきます。首都圏からの観光
客誘致活動を今後も本格化していきます。

【お問合せ先】津和野町東京事務所（T-space）　☎ 03-5615-8358
　　　　 　　http://tsuwano-tokyo.net/

3/17 東京つわの会総会 3/26 ㈱ヒューマンシステム社
津和野町への社員旅行決定！！

3/3「島根×東京をつなぐマル
シェを作ろう」 第２弾

【
季
節
の
花
に
ち
な
ん
だ
鷗
外

作
品
】

安あ
ん
じ
ゅ寿

は
畳か

さ

な
り
合
つ
た
岩い

は

の
、
風ふ

う
く
わ化

し
た
間あ

ひ
だに

根
を
卸お

ろ

し

て
、
小ち

ひ

さ
い
菫す

み
れの

咲
い
て
ゐ
る

の
を
見み

附つ

け
た
。
そ
し
て
そ
れ

を
指
さ
し
て
厨ず

し
わ
う

子
王
に
見
せ
て

云い

つ
た
。「
御ご

ら
ん覧

。
も
う
春
に

な
る
の
ね
。」

―
『
山
椒
太
夫
』

◆
森
鷗
外
旧
宅・森
鷗
外
記
念
館

◇
開
館　

9
時
～
17
時

　

記
念
館
の
み
月
曜
休
館

◇
観
覧
料・入
館
料　

町
民
無
料

☎
72
・
３
２
１
０

鷗
外
の
作
品
や
日
記
に
は
数

多
く
の
草
花
が
登
場
す
る
こ
と

に
由
来
し
て
、
森
鷗
外
旧
宅
・

森
鷗
外
記
念
館
で
は
「
鷗
外
の

庭
」
と
題
し
て
草
花
を
植
栽
し

て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、「
鷗
外
の
庭
」

に
咲
く
四
季
折
々
の
花
を
紹
介

し
ま
す
。

ス
ミ
レ
科
の
多
年
生
草
本
。
花

期
は
３
月
か
ら
６
月
頃
。

※
開
花
時
期
は
天
候
等
に
よ
り

　

前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

スミレ

なごみの里ロビーに設置されています
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健康づくりコラム

日本人のためのがん予防法

参考：国立がん研究センターがん対策情報センター

お問い合わせ先：健康福祉課☎ 72-0657

３月　７日（水）　春季全国火災予防運動に係る幼年消防防火パレード
３月２４日（土）　春の観光開き・酒蔵開き・ＳＬ「やまぐち」号お出迎え・お見送り

つわみん活動日記

つわみんへ出演依頼などができます。詳しくは担当課までお問合せください。【お問合せ先】商工観光課 ☎ 72-0652

今年の桜もとってもきれいだったね～！みんなもお花見したかな？
３月は津和野の観光開き！ 24日土曜日からは、ＳＬ「やまぐち」号
の今年の運行がスタートして、たくさんの人が遊びに来てくれたよ～！
本町通りでは、酒蔵開きも行われて津和野のおいしいお酒と甘酒がふ
るまわれたんよ♪つわみんも、しまねっこといっしょにいっぱいＰＲ
が出来てたのしかったわぁ！今年も、津和野のすてきなところを色ん
な人に楽しんでもらいたいな♪

ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！

康マラソン」が開催され、多くのツコウ生が選手
として、またボランティアとして参加しました。

当日、選手宣誓を行った陸上部部長の小川晴斗
くんのコメントを紹介します。

「山陰の小京都である津和野の歴史を感じなが
ら走ることができるこのSLマラソンに出場し、
選手宣誓という貴重な体験をさせてもらったこと
を、大変嬉しく思います。東日本大震災から7年
目の3月11日に行われたことで、こうした一日一
日のありがたさを感
じることができまし
た。これからも、津
和野高校陸上部とし
て、津和野の名に恥
じないよう走り続け
ます。」
ツコウの情報を『津和野高校ホームページ』にて
発信しております

ぜひご覧ください！
→http://tsuwano.ed.jp/

ツコウ生63名、卒業おめでとうございます！！
3月1日（木）に第69回卒業式を挙行し、63名

が卒業いたしました。創立以来15,017名の卒業
生となります。

卒業生のみなさん、おめでとうございます！
在校生のお祝いメッセージや、各クラス担任の

先生からの贈る言葉をホームページに掲載してい
ます。ぜひご覧ください！

つわのSL健康マラソンに、ツコウ生が参加。選
手やボランティアとして大活躍！

3月11日(日)に、28回目となる「つわのSL健

町からのお知らせ
広報つわの 2018 年 4 月 20 日発行
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Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
つわの暮らし推進課☎ 74-0092

定期的にグラウンドゴルフ大会を行っています

活気にあふれた大規模マルシェ

的に命中させる射手

地域の春が集まりました
3 月 18 日につわの温泉なごみの里にて、地元の産品が

集まる『はるいろマルシェ』が開かれました。大規模のマ
ルシェの開催は昨年 12 月に次いで２回目。出店数は 21 と、
前回よりも 6 店舗増えて賑やかさが増しました。

月に 2 回行われる『まるごとつわのマルシェ』を運営し、
今回のマルシェでも中心となった地域おこし協力隊の白井
博規さんは、「ここ津和野に今何があるか、それを地元の
人に知ってもらいたい。次は会場のスペースをより有効活
用してさらに盛り上げていきたい。」と話していました。

津和野の春の風物詩　流鏑馬と桜
４月８日に鷲原八幡宮にて恒例の流鏑馬神事が行われま

した。桜の満開には１週間遅れての開催ではあったものの、
天候に恵まれ、流鏑馬での興奮が伝わったかのような熱気
となりました。観客席からは、射手が的を射るたびに歓声
が上がり、「かっこいい～」といった声も漏れていました。

当日は流鏑馬神事にあわせ、鷺舞モニュメント広場にて
さくらまつりも行われました。そこではまるごと津和野マ
ルシェや高知フェアなどがあり、まつりでの購入特典の抹
茶を飲みながらゆったりとした時間を過ごす方が多くみら
れました。

様々な活動でイキイキ！
公益財団法人全国老人クラブ連合会の月刊誌「全老連」

３月号に日原地域老人クラブ連合会の活動が紹介されまし
た。

同連合会は 18 のクラブから成り、690 名がその会員と
なっています。75 歳未満の若手会員を増やすため、「活動
の場づくり」を検討し、町長の懇話会や広報誌づくり、グ
ラウンドゴルフ大会など多くの活動を行っています。

今回の掲載にあたり岡村省会長は、「健康、友愛、奉仕
の三大目標を叶えるために、今後も日原老連は全組合員で
がんばっていきます。」と話していました。

わたしたちのまちづくり
ここでは、平成 24 年に設置された 12 のまちづくり委員会の取り組みを順に紹介していきます。

◆地域の状況
　当地域は津和野地域中心部より北の津和野川流域およ
び青野山の麓に位置する 13 自治会が活動しています。
促進住宅をはじめ定住住宅、町営住宅なども有りますが、
中山間農村集落が点在する地域です。青野山を眺めてそ
の麓は笹山の芋煮、麓耕の鯉のぼりとつつじ、直地の茶
園と柚子、岩瀬戸のこれから始まるコンニャク製造、各
自治会の景観づくりや、学童に優しい通学路の取り組み
や防災意識の向上等に取り組んでいます。

◆地域の課題と取り組み
　中山間地集落は水田面積も小さく、遊休農地が次第に
増え始めているのが現状です。そこで小川地域まちづく
り委員会では高齢者が年金以外の収入を得られるモデル
事業として、遊休農地を活用して花木栽培事業に取り組
むことにしました。そしてより具体化するために、花木
部会を発足させ会員を広く募り、花木の出荷を目指して
おります。この取り組みを始めるにあたり、福岡花

か き
卉市

場や愛媛県松山市の花卉生産者組合の圃場視察を行いま
した。

◆今後の目標
　先日の視察では島根大学助教に講義を依頼し、消費量
の大きな都会での供給を目標とした出荷体制を作ること
の重要性について聴講しました。徳島県の上勝町の葉っ
ぱ産業のように、枝物などの花木栽培事業により津和野
町の高齢者が元気で活動が出来るようになること、また、
空気の澄んだ田舎暮らしを求めている I ターンの方々にも
取り組んでいただき、組合員の確保と花木栽培の生産体
制の確立を目指していきたいと思います。

 小川地域　人口：710 人　高齢化率：44.5%（平成 30 年２月末現在）
　構成組織（自治会）

笹山 上寺田 定住促進住宅 下寺田 上千原 下千原 岩瀬戸
商人 日浦 和田 麓耕 直地上 野広

麓耕の鯉のぼり

島根大学助教による講義の様子

花卉生産者組合圃場視察の様子
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駅前ビジネス

ホテルつわの

■ 5 月 4 日（金・祝）
和﨑医院

☎ 72-0025

■ 5 月 5 日（土・祝）
増野医院

☎ 74-0053

■ 5 月 20 日（日）
増野医院

☎ 74-0053

■ 5 月 13 日（日）
栗栖医院

☎ 79-2006

ご
案
内
…
…
…
…
…Guide

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

島
根
県
司
法
書
士
会
の
司
法
書
士
が
、

遺
産
相
続
や
遺
言
、不
動
産
の
売
買
、名

義
変
更
、お
金
の
貸
し
借
り
、ロ
ー
ン
の
返
済
、

悪
質
商
法
、
会
社
の
登
記
、
裁
判
、
調
停
、

成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産
管
理
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
吉
賀
会
場
（
完
全
予
約
制
）

5
月
13
日
（
日
）
10
時
～
12
時

六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

○
益
田
会
場

5
月
17
日
（
木
）
13
時
～
17
時

益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
館

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

月・火・木
曜
日　

12
時
～
15
時
受
付

☎
０
８
５
２
・
60
・
９
２
１
１

シ
ニ
ア
の
た
め
の
技
能
講
習

清
掃
の
お
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方
に
、

清
掃
業
務
従
事
者
と
し
て
働
く
き
っ
か
け

に
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

実
習
を
交
え
な
が
ら
、
期
待
さ
れ
る
基

本
的
な
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

■
内
容　

清
掃
ス
タ
ッ
フ
育
成
講
習

6
月
５
日
（
火
）
～
６
月
７
日
（
木
）

10
時
～
16
時

日
原
公
民
館
枕
瀬
分
館
（
プ
ラ
サ
枕

瀬
内
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業

を
希
望
さ
れ
る
60
歳
以
上
の
方

無
料

■
募
集
定
員　

15
名

５
月
22
日
（
火
）

津
和
野
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
６
・
74
・
１
５
０
１

１
１
９
番
通
報
等
は
多
言
語
に
対
応

し
て
い
ま
す

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
て
、
訪

日
外
国
人
数
が
、
更
に
増
加
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
外
国
人
か
ら
の
１
１
９
番
受

信
及
び
災
害
現
場
で
の
対
応
を
円
滑
に
行

う
た
め
、
民
間
通
訳
業
者
に
よ
る
電
話
同

時
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
用
い
た
、
３
６
５
日

24
時
間
、
14
ヶ
国
語
通
訳
体
制
の
運
用
を

4
月
よ
り
開
始
し
て
い
ま
す
。

◆
対
応
で
き
る
言
語
（
14
ヶ
国
語
）

英
語
・
中
国
語
（
北
京
）・
韓
国
語
・

タ
イ
語
・
ベ
ト
ナ
ム
語
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
ス
ペ
イ

ン
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ
語
・

イ
タ
リ
ア
語
・
ロ
シ
ア
語
・
ネ
パ
ー

ル
語
・
タ
ガ
ロ
グ
語

益
田
広
域
消
防
本
部
通
信
指
令
課

☎
０
８
５
６
・
31
・
０
１
１
９

美
保
基
地
航
空
祭
の
開
催
に
つ
い
て

５
月
27
日
（
日
）
９
時
～
15
時

り
開
始

◆
日
原
診
療
所
☎
74
・
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
）

【
火
】
内
科
（
午
前
）

【
水
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
木
】
内
科
（
午
前
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
72
・
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
は
9
時
～
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
～
18
時
ま
で
、日
曜
・
祭
日

と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。

但
し
、物
理
療
法
は
8
時
30
分
と
14
時
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

毎
週
火
曜
15
時
～
18
時
、毎
週
木
曜
9
時

～
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
72
・
０
０
２
５

【
水
】
肝
臓
病
専
門
外
来
（
日
本
肝
臓
学

会
専
門
医
）
・
予
約
制

※
当
院
で
は
苦
痛
の
少
な
い
鼻
か
ら
の
胃

カ
メ
ラ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌

の
除
菌
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
土
曜
日
の
午
後
は
診
療
し
て
い
ま
す
。

（
14
時
か
ら
17
時
ま
で
、
た
だ
し
受
付
は

16
時
30
分
ま
で
）

■ 5 月 3 日（木・祝）
松浦内科胃腸科

☎ 77-0111

鷲原八幡宮

■ 5 月 6 日（日）
つわぶき医院

☎ 72-3500

鷲原八幡宮

■ 5 月 27 日（日）
つわぶき医院

☎ 72-3500

■
内
容

・
航
空
機
地
上
展
示

・
航
空
機
展
示
飛
行

・
主
要
装
備
品
展
示　

他

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
渉
外
室

☎
０
８
５
９
・
45
・
０
２
１
１

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね（
松
江
会
場
）開
催

採
用
担
当
者
に
よ
る
会
社
概
要
や
採

用
計
画
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

く
に
び
き
メ
ッ
セ　

大
展
示
場

６
月
16
日
（
土
）

10
時
～
12
時　

オ
プ
シ
ョ
ン
企
画

『
若
手
の
「
働
く
」
日
常
を
の
ぞ
き

見
ッ
！
～
企
業
プ
レ
ゼ
ン
＆
座
談
会
～
』

13
時
～
16
時　

合
同
就
職
面
接
会

※
詳
細
は
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
」

の
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
０
１
９
年
３
月
大
学
（
院
含
む
）、

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

が
高
等
等
の
卒
業
予
定
者
。
県
内
就

職
を
希
望
す
る
方
。

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

☎
０
１
２
０
・
67
・
４
５
１
０

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

次
の
空
き
室
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

・
桂
川
団
地
（
中
座
）
３
Ｄ
Ｋ

・
青
原
団
地
（
冨
田
）
２
Ｄ
Ｋ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　
　
　
　

益
田
住
宅
管
理
事
務
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
３
０

新
着
図
書
…
…
…
…Books

▼
日
原
図
書
館

5
月
４
日（
金
）・５
日（
土
）は
休
館
で
す
。

▽
私
あ
な
た
の
記
憶
の
な
か
に

角
田
光
代
……
…
…
…
…
…

小
学
館

▽
刑
事
の
怒
り

薬
丸
岳
……
…
…
…
…
…
…

講
談
社

▽
オ
リ
ジ
ン　

上
・
下

ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

…
…
…
…
…
…
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

▽
ズ
バ
ゲ
ッ
テ
ィ
の
バ
ッ
グ
と
ア
ク
セ
サ

リ
ー 

…
…
…
…
…
…
…
…
池
田
書
店

▽
枕
詞
は
サ
ッ
チ
ち
ゃ
ん
・
照
れ
屋
な

父
・
坂
田
寛
夫
の
人
生

内
藤
啓
子
……
…
…
…
…
…

新
潮
社

▼
津
和
野
図
書
館

5
月
31
日
（
木
）
は
休
館
で
す
。

▽
西
南
役
伝
説

石
牟
礼
道
子
……
…
…
…
…

講
談
社

▽
許
さ
れ
ざ
る
者

レ
イ
フ
・
Ｇ
Ｗ
・
ペ
ー
シ
ョ
ン

……
…
…
…
…
…
…
…

東
京
創
元
社

▽
母
さ
ん
、
ご
め
ん
。
50
代
独
身
男
の
介

護
奮
闘
記

松
浦
晋
也
……
…
…
…

日
経
Ｂ
Ｐ
社

▽
プ
ロ
が
教
え
る
有
機
・
無
農
薬
お
い
し

い
野
菜
づ
く
り

福
田
俊
……
…
…
…
…
…
…

西
東
社

▽
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ　

：
宙
飛
ぶ
ネ
ズ

ミ
の
大
冒
険

ト
ー
ベ
ン
・
ク
ー
ル
マ
ン

……
…
…
…
…
…
…

ブ
ロ
ン
ズ
新
社

医
療
……
…
…
…M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎
72
・
０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
5
月
7
日
、

14
日
、
28
日
（
そ
の
他
未
定
）・
小
児

科
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
（
午
後
・

予
約
制
）

【
火
】
外
科
（
午
前
）
産
婦
人
科
第
1
・

3
火
曜
日
（
【
午
前
】
外
来
診

療
・
妊
婦
健
診
・
【
午
後
】
子
宮

が
ん
検
診
（
予
約
制
）

【
水
】
漢
方
外
来
（
5
月
9
日
）

【
木
】
耳
鼻
咽
喉
科
毎
週
（
午
後
）

　
　
　

小
児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診

　
　
　

（
午
後
・
予
約
制
）

【
金
】
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）

※
外
科
は
火
曜
日
（
午
前
）
の
み
の
診
療

※
内
科
は
月
か
ら
金
曜
日
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日
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医
）
初
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の
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合
要
予
約

※
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児
科
の
予
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種
・
乳
児
検
診
は
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時
よ
り
開
始

※
整
形
外
科
の
水
曜
日
の
診
療
は
13
時
よ
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※住民基本台帳は、平成 24年７月から法律改正により従来は含まれなかった外国人住民の方も含まれるようになりました。

この町の身近な法律家として法律相談・不動産、会社、
相続登記等・各種許認可の手続をサポートいたしま
す。「まずは、お気軽に ご相談から」

鹿足郡津和野町日原 171 番地 2

電話兼 FAX 0856（74）1538
領
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家 義
よ し の り
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□住民基本台帳（平成 30 年 3 月末現在）

転出：95
死亡：11

転入：50
出生：１

男 3,493 人　女 4,029 人
人口：7,522 人世帯数：3,547

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

広報つわの 2018 年 4 月 20 日発行
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（
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歳

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
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す
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平成 29 年 3 月に形成された山口県央
連携都市圏域。ここでは圏域のイベン
ト情報を紹介します。
　 日時　　場所　　料金　　問合先

矯正処遇の紹介、刑務所作業製品の展
示・販売コーナー、飲食店出店、ステー
ジイベントなど美祢市の魅力満載でお
子様も楽しめる催しです。また、普段
は入ることのできない美祢社会復帰促
進センター内の施設見学（希望者多数
の場合は先着順）もあります。
　５月 20 日（日）9 時～ 15 時
　美祢社会復帰促進センター
　美祢社会復帰促進センター
　☎ 0837-57-5131

今年も恒例となった萩焼の大展示即売
会を開催。そのほか、海産物などの萩
の特産品販売やテーブルコーディネー

ト展、カフェコーナーがあります。
　５月 1 日（火）～ 5 日（土・祝）
　９時～ 17 時 30 分　
　萩市民体育館
　萩焼まつり実行委員会☎0838-25-3333

市の発展につくした小野田セメントと
その創設者笠井順八翁の功績を讃え、

「世代を超えてつながる日」をスローガ
ンに、2012 年に復活したおまつりです。
　５月 26 日（土）16 時 30 分～ 21 時
　５月 27 日（日）10 時～ 16 時
　住吉神社および周辺　※雨天決行
　住吉まつり復活委員会事務局
　☎ 0836-83-3360

航空・空港の仕事を体験できるイベン
トや、子ども用制服試着撮影会、飲食
の販売、手作り市場、音楽やパフォー
マンスなどイベントが盛りだくさん！
約 160 品種、約 1,000 株のバラも見頃
を迎えます。
　５月 27 日（日）10 時～ 16 時
　山口宇部空港

　山口宇部空港ビル㈱☎ 0836-31-2200

ドイツ・ミュンヘンで 200 年以上も続
くビールイベント「オクトーバーフェ
スト」を行います。ドイツから直輸入
の 8 メーカー 30 種類のドイツの生ビー
ルとグルメ等のほか、家族でドイツの
文化を体感していただけます。
　４月 27 日（金）～ 5 月 6 日（日）
　平日 16 時（休日 11 時）～ 21 時
　山口市中央公園
　山口市ふるさと産業振興課
　☎ 083-934-2812

大平山山頂公園では、５月上旬～中旬
にかけて 10 万株のつつじが見頃を迎え
ます。
　５月上旬～中旬 ※５月３日（木・祝）
　～６日（日）・12 日（土）・13 日（日）は山
　頂公園でバザー等が　
行われます。
　大平山山頂公園
　防府市おもてなし観光課
　☎ 0835-25-4547

圏域での
その他イベント情報

山陽小野田市　　復活！住吉まつり

美祢市　豊田前愛のまごころ矯正展2018

宇部市　山口宇部空港 にぎわいフェスタ

防府市　大平山のつつじが見頃を迎えます

山口市　山口オクトーバーフェスト 2018

萩市　　　　第 28 回萩焼まつり　　


